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2016年
年頭のごあいさつ

　あけましておめでとうございます。
　皆様には、健やかで希望に満ちた新年をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
　町では、国が地方創生を進める中、山北町版
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に
取り組んでいます。
　私たち議会は、人口減少に歯止めをかけ、住
みよい環境を確保し、将来にわたって活力ある
社会を維持するため、町政をチェックするとと
もに、多様な政策提言をし、まちづくりを進め
ていく所存です。
　そのためには、山北町議会基本条例に示す議
会改革の理念である「開かれた議会」を進め、
皆様と多様な意見をやり取りし、政策に繋げて
まいります。
　本年も、より良い一年でありますよう祈念し、
年頭のごあいさつといたします。

山北町議会議長
府川  輝夫

　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、清 し々い初春を
お迎えのことと、心からお慶びを申し上げます。
　また、日頃より、町政への温かいご支援とご
協力を賜わり、厚くお礼申し上げます。
　さて、私が町長に就任してから今年で七年目
を迎えますが、これまで一貫して「元気な山北
のまちづくり」を全力で進めてまいりました。
　本町ではここ数年、新たな企業の進出や商業
施設・飲食店のオープンなどが相次ぎ、今まで
にはなかった良い流れが起きており、少しずつ
ではありますが、まちの賑わいや人々の活気が
感じられるようになりました。
　本年もこのような良い流れに乗り、「元気な
山北」を目指し、役場一丸となってオールを漕
いでいきたいと思います。
　結びに、本年が皆様方と山北町にとって素晴
らしい年でありますよう、心からご祈念申し上
げまして、新年のごあいさつといたします。

山北町長
湯川  裕司
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日
本
に
生
息
し
て
い
る
サ
ル
は
、
顔
と
お

尻
の
赤
い
お
な
じ
み
の
「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
」。

北
海
道
と
沖
縄
以
外
の
日
本
全
国
各
地
に
生

息
し
て
い
て
、「
桃
太
郎
」「
さ
る
か
に
合
戦
」

「
西
遊
記
」
な
ど
の
昔
話
、
童
謡
や
猿
回
し

な
ど
、日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
動
物
で
す
。

群
れ
を
つ
く
り
、
木
の
上
を
得
意
と
し
て
い

ま
す
。
サ
ル
が
好
き
な
食
べ
物
と
言
え
ば
バ

ナ
ナ
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
野
生
の
サ
ル
は
果
実
や
種
子
、
花
、

葉
な
ど
の
植
物
や
昆
虫
を
好
ん
で
食
べ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
サ
ル
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ

ざ
と
し
て
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
の
は
「
猿

も
木
か
ら
落
ち
る
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
は
、
木
登
り
を
得
意

と
し
て
い
る
サ
ル
で
あ
っ
て
も
、
時
に
は
木

か
ら
落
ち
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
に

そ
の
道
に
優
れ
た
も
の
で
も
、
時
に
は
失
敗

す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
例
え
で
す
。

暴
飲
・
暴
食
は
避
け
ま
し
ょ
う

　
師
走
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
忘
年
会

や
新
年
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
飲
食
の
機
会
も
増
え
、
今

ま
で
気
を
付
け
て
生
活
し
て
い
た
人
で
も

生
活
習
慣
が
乱
れ
、
つ
い
つ
い
暴
飲
暴
食

を
し
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
体
調

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が

大
切
で
す
。
誘
惑
が
多
い
時
期
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
普
段
ど
お
り
の
飲
食
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　
年
末
年
始
は
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。
自
宅
に
こ
も
っ
て
過
ご

す
日
が
続
く
と
筋
肉
が
落
ち
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
初
詣

や
買
物
に
出
掛
け
る
際
は
で
き
る
だ
け
歩

く
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、年
末
年
始
の
休
日
を
利
用
し
て
、

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
ス
ケ
ー
ト
な

ど
の
冬
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ

と
は
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
な
が
ら
体
を
動
か
す
い
い
機
会
に
も

な
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
い
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今年はさる年
　平成28年は申年です。人間の祖先はサルといわ
れることからも、サルは人とよく似ている動物で、
昔話や伝説の主人公としてもたびたび登場していま
す。「サル」と「去る」の語呂合わせから、災いを
取り去るという縁起物ともいわれているようです。

さるどし

2004年（平成16年） 満11歳
1992年（平成４年）　 満23歳
1980年（昭和55年） 満35歳
1968年（昭和43年） 満47歳
1956年（昭和31年） 満59歳
1944年（昭和19年） 満71歳
1932年（昭和７年） 満83歳
1920年（大正９年） 満95歳
1908年（明治41年） 満107歳

申年って何年生まれ？
次の年に生まれた人たちは

申年です。 日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
サ
ル

年
末
年
始
を
こ
ん
な
風
に
過
ご
し
て

み
て
は
ど
う
で
す
か

　
旅
行
へ
行
く

　
旅
行
に
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
温
泉
に
入
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
部
屋
の
模
様
替
え
に
挑
戦

　
年
末
年
始
の
連
休
を
利
用
し
て
、
普
段

な
か
な
か
で
き
な
い
部
屋
の
模
様
替
え
を

し
て
、
心
機
一
転
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
実
家
に
帰
省

　
実
家
に
帰
省
し
て
、
家
族
揃
っ
て
新
年

を
迎
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
手
帳
を
購
入
す
る

　
新
し
い
手
帳
を
購
入
し
て
１
年
の
計
画

や
目
標
を
立
て
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　
書
初
め

　
気
持
ち
を
込
め
て
新
年
の
抱
負
を
書
い

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
初
詣

　
新
し
い
年
の
願
い
を
祈
っ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
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町
民
の
皆
さ
ん
が
町
の
行
政
運
営
や
地
域

の
こ
と
に
つ
い
て
、
普
段
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
を
町
長
と
直
接
話
し
、
住
民
と
行
政
が

協
働
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
方

策
を
考
え
る
場
と
し
て
、
座
談
会
「
町
長
と

語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
10
月
２
日
か
ら
11

月
26
日
ま
で
の
期
間
に
町
内
10
会
場
で
開
催

し
、
総
数
２
８
４
名
の
町
民
が
参
加
し
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
世
代
の
方
に
参
加

を
い
た
だ
き
、
幅
広
い
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
、
山
北
町
自
治
基
本
条
例
に
定
め

ら
れ
た「
協
働
」の
原
則
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
各
会
場
で
の
主
な
意
見
交
換
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
山
北
地
区
】

▼
自
治
会
の
規
模
を
大
き
く
す
る

▼
防
災
訓
練
は
想
定
災
害
を
毎
年
変
え
て
実
施

▼
イ
ベ
ン
ト
に
低
学
年
か
ら
参
加
し
た
ら

▼
空
き
家
、
耕
作
放
棄
農
地
は
、
生
活
環
境

　
に
悪
影
響

【
岸
地
区
】

▼
廃
屋
に
対
す
る
町
の
役
割
、
出
来
る
こ
と

▼
大
型
車
両
の
交
通
量
が
多
い
県
道
の
改
修

▼
交
通
量
増
加
に
伴
う
通
学
路
の
見
直
し

▼
買
物
が
困
難
と
な
る
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る

【
向
原
地
区
】

▼
地
区
内
の
沢
、
川
が
引
き
起
こ
す
水
害
対
策

▼
自
主
防
災
組
織
と
自
治
会
の
高
齢
化
問
題

▼
東
山
北
駅
か
ら
酒
匂
川
沿
い
の
新
た
な
ハ
イ 

　
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▼
企
業
撤
退
後
の
跡
地
活
用

【
共
和
地
区
】

▼
大
野
山
牧
場
廃
止
に
伴
う
課
題
の
整
理
と
今

　
後
の
方
向

▼
新
東
名
の
工
事
車
両
が
生
活
道
に
入
っ
て
く

る
が
そ
の
対
策
は

▼
狭
い
道
で
の
救
急
搬
送
の
手
法

【
清
水
地
区
】

▼
山
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
活
用

▼
鳥
獣
被
害
の
抜
本
対
策

▼
旧
清
水
小
・
中
学
校
の
活
用

【
三
保
地
区
】

▼
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と
住
民
の
で
き
る
こ
と

▼
ヤ
マ
ビ
ル
対
策

▼
旧
三
保
中
学
校
の
活
用

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
５
２

―

地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
の
方
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
共
に
探
る
意
見
交
換
会―

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
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児
童
の
皆
さ
ん
に
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の
書
道
を
通
じ
て
、
税
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
生
の
税
の
書
道
展
が
小
田
原
青
色
申
告
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
品
総
数
１
２
，
７
１
６
点
の
中
か
ら
川
村
小
学
校
児
童
４
名
が
特
選
を
受
賞
し
、

11
月
29
日
に
小
田
原
市
民
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
意
識
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
，
８
１
８
編
の
中

か
ら
、
山
北
中
学
校
の
生
徒
１
名
が
入
賞
し
、

11
月
25
日
に
小
田
原
合
同
庁
舎
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の

「
空
メ
ー
ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を

入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
」
が

あ
る
場
合
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
指
示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

※

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
な
ど
の
受
信
拒
否
設

定
を
し
て
い
る
場
合
は
、
登
録
メ
ー
ル

が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
設
定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。（
変

更
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
携
帯

電
話
機
の
販
売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
４
３

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

配 

信
　し
て
い
ま
す

空メール送信先

（docomo、au、softbank 共通）

宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

ＱＲコード

第
34
回
　
青
色
申
告

小
学
生
の
税
の
書
道
展
　特
選
受
賞
！

第
49
回

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
　
　入
賞
！

山
北
町
長
賞

　
山
北
中
学
校
３
年　
中
戸
川　
響
輔
さ
ん

特
選　
小
田
原
税
務
署
長
賞

　
川
村
小
学
校
６
年　
髙
田　
俊
介
さ
ん

特
選　
小
田
原
県
税
事
務
所
長
賞

　
川
村
小
学
校
６
年　
岩
田　
颯
史
さ
ん

特
選　
山
北
町
長
賞

　
川
村
小
学
校
３
年　
成
澤　
奏
歩
さ
ん

特
選　
山
北
町
長
賞

　
川
村
小
学
校
６
年　
滝
浪　
さ
く
ら
さ
ん

　
な
お
、
特
選
を
含
む
受
賞
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で

山
北
町
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。
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　住民基本台帳法第１１条第３項及び第１１条の２第１２項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧および住民票の写し
の交付に関する省令第３条の規定に基づき、平成２６年１１月１日から平成２７年１０月３１日までの閲覧状況を公表
します。

　山北町へ定住を希望されている方に、やまきた定住協力隊が物件
の紹介と地域性の説明をしながら町内を回り、町の雰囲気と魅力を
知っていただくことで定住促進に繋がるように、毎年空き家見学ツ
アーを開催しています。
　今年は12月５日に開催。奈良県や東京都、川崎市、横浜市などか
ら23名の方が参加し、空き家バンクに登録されている４件の物件（売
家・貸家など）について、やまきた定住協力隊員の佐藤アドバイザー
から詳しい説明を受けながら見て回りました。また、地域体験イベ
ントとして町特産のしし鍋を昼食にとり、その後みかん狩りをして
いただきました。その他にも昨年度空き家見学ツアーに参加し、向
原地区や三保地区に転入された方に体験談をお話ししていただきま
した。参加者からは “参加して良かった” “もっと山北町を知りたい”
“今日行った場所以外にも行ってみたい” といった声が聞かれました。
　今後もやまきた定住協力隊を中心に空き家見学ツアーの内容を充
実させ、山北町への定住促進を図ります。

住民基本台帳閲覧状況の公表

　【問合せ】町民税務課町民班　（電話）７５－３６４１

自衛隊法第29条第１項お
よび第35条に基づく、自
衛官募集事務のための対象
者抽出

平成27年
６月25日

自衛隊神奈川地方
協力本部

山北町内全域の
平成９年４月２日～
平成10年４月１日
生まれの方

「平成27年度受動喫煙に関
する県民意識調査」の対象
者抽出

平成27年
７月23日 株式会社ナビット 中川地区の

20歳以上の方神奈川県

「平成27年度県民の体力・
スポーツに関する調査」の
対象者抽出

平成27年
８月27日

株式会社日本能率
協会総合研究所

向原地区の
20歳以上の方

神奈川県立
体育センター

閲覧日 閲覧者(受託者) 委託者 閲覧目的 閲覧対象

平成２７年度　空き家見学ツアーを開催！！

物件を見学する様子

定住者の体験談を聞く参加者 地域体験イベント「みかん狩り」「しし鍋」
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12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
ち
な

ん
で
、
12
月
６
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
「
人
権
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
蓮
池
薫
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

「
夢
と
絆
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
蓮
池
さ
ん
は
、
中
央
大
学
法
学
部
３
年
在

学
中
に
拉
致
さ
れ
、
24
年
間
北
朝
鮮
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
新

潟
産
業
大
学
で
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
す
る

か
た
わ
ら
、
中
央
大
学
に
復
学
。
現
在
は
新

潟
産
業
大
学
准
教
授
と
し
て
勤
務
す
る
と
と

も
に
、
日
本
各
地
で
講
演
を
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。 人

権
講
演
会

　
蓮
池
さ
ん
か
ら
は
、
拉
致
さ
れ
た
当
時
の

状
況
や
、
24
年
間
北
朝
鮮
で
過
ご
し
た
重
苦

し
い
生
活
が
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、

子
ど
も
を
残
し
て
日
本
に
帰
国
し
、
故
郷
に

戻
っ
た
時
、
子
ど
も
の
た
め
に
も
家
族
揃
っ

て
日
本
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い

た
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
ま
だ
北
朝
鮮
に
残
る
拉
致
被
害

者
の
夢
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の

方
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
約
４
０
０
名
が
収
容
で
き
る

多
目
的
ホ
ー
ル
が
満
員
に
な
り
、
視
聴
覚
ホ

ー
ル
で
映
像
を
通
し
て
蓮
池
さ
ん
の
話
を
聞

く
方
も
い
ら
れ
る
な
ど
、
例
年
に
も
増
し
て

関
心
の
高
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

心に響く講演をしていただいた蓮池薫さん

真剣な表情で講演を聞く来場者

林業体験とみかん狩り＆足柄牛鍋
　　　　　　　　　　　上下流自治体間交流

間伐体験

▼

足柄牛鍋を堪能
みかん狩り体験 ▼

　12月９日に平山地区で上下流自治体間交流が行われま
した。この事業は都市住民に水源地域の役割や、水源環
境保全の大切さを理解してもらうために毎年開催されて
おり、今年は厚木市から22名の方に参加いただきました。
　当日は林業体験として、平山地区内の山林で間伐を行
いました。昼食には足柄牛と地元の食材がたっぷりと
入った足柄牛鍋が振る舞われ、参加者からは「美味しい」
という声がたくさん聞
かれました。また、昼
食後にはみかん狩りを
体験し、地域の方々と
交流を深めながら、水
源の大切さを学んでい
ました。
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　「あぶないよ！えいちゃん！」鉛筆持って逃げるえいちゃ
んを、まなちゃんが追いかけ、鉛筆を取り返します。取ら
れたえいちゃんは大泣き。その様子を犬のモカは心配そう
に見ています。こんな日常がよくある光景です。えいちゃ
んは、おねえちゃんのやっていることを何でも真似したくて
仕方がありません。まなちゃんは、弟の面倒をみようと一
生懸命ですが、力の加減が上手くいかないことがあります。
　このような日々のやりとりが、上の子には思いやりを、下
の子には何でも自分でやってみようとする気持ちを育てて
くれるのかなぁと感じます。
　我が家の住む共和地区は、自然が多く、玄関の扉を開け
ると、目の前に木々が広がり、植物や虫たちは、季節を教え
てくれます。近所には、大好きなおにいちゃん、おねえちゃん、
おばちゃん、おじちゃんがいて、子どもたちと遊んでくれた
り、一緒に楽しい話をしたりします。それから、二人とも、
一緒に住んでいるおじいちゃん、おばあちゃんが大好きで
す。おじいちゃんは子どもたちと仕事の合間に遊んでくれま
す。おじいちゃんと一緒に入るお風呂は一番楽しそうです。
おばあちゃんは、一緒に散歩やお買物に連れて行ってくれた
り、おいしいご飯を作ってくれたりします。パパとママは、
家族や保育園に支えられ、安心して仕事ができます。
　子どもたちに向けられる愛情、自然を、これからもから
だで沢山感じ、豊かな心が育って欲しいと願っております。

（お話は、お母さんのやよいさん）

お父さん　井上　広正さん
お母さん　　　　やよいさん
　　　　　　　　真花ちゃん ３歳
　　　　　　　　瑛介くん １歳
おじいさん 正文さん
おばあさん 惠子さん

まなか

えいすけ

井上さんご家族
＜共和東＞

瀬戸　利男さん
（山北連合自治会長
　山北町連合自治会長会会長）

Town YAMAKITA

それぞれの自治会や連合自治会が抱えて
いる課題はどのようなことですか。

　人口減少や少子高齢化などにより、自治会
活動に参加していただける方は年々減少して
おります。各自治会で開催する行事などでは、

準備などに人が集まらず、役員の方に負担が掛かり、担
い手が不足しているのが現状です。役員の負担を軽減す
る取り組みとして、高齢者のみの世帯については役員を
免除している自治会などもあります。さまざまな事情を
考慮した上で、自治会活動に参加しやすい環境をつくっ
ていく必要があるのではないかと思っています。

連合自治会長として、どのように取り組んで
いきたいと考えていますか。

　まずは、目の前にある職務や課題をひとつ
ずつクリアしていきたいと思います。どのよ
うな仕事でもそうですが、一人では何もでき

ないので、役員や地域の方と連携を図りながら、いろい
ろな方策を導き出していきたいと思っています。地域で
抱えている課題などはみんなで共有し、よく話し合いを
して、良い人間関係を築きながら、地域の活性化に努め
ていきたいと思います。

自治会や連合自治会の理想像は
どのようなものでしょうか。

　すべての方に自治会に加入していただき、
自治会の意義を理解してもらい、住民同士が
助け合いながら住みよい地域をつくっていく
ことが理想だと思います。

　瀬戸利男さんは、平成27年４月から山北連合自治会
長を務められています。連合自治会は各地域の自治会の
取りまとめ役として、地域の発展や活性化に取り組んで
います。今回から６回にわたり、町内の６連合自治会長
にお話を伺っていきます。



紅葉の中をサイクリング
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プロフットサル選手との交流
　11月16日、三保幼稚園の園児、三保小学校の児童が湘
南ベルマーレフットサルクラブの選手と交流を行いました。
　参加した園児、児童は選手と試合をしたり、プロの華麗
な足さばきやテクニックを見せてもらったりと、楽しい時
間を過ごしたようでした。
　交流の最後には、湘南ベルマーレフットサルクラブから、
三保小学校にボールと選手のサイン入りチームフラッグが寄
贈されました。また、園児、児童は選手に駆け寄りサインを
お願いしたり、握手をしたりするなど、とても喜んでいました。華麗なテクニック

記念に一枚！

プロの技
フットサルって楽しいよ

初の試み！外国人による「やまきた町歩き」

　今回はモニターツアーとして実施され、町では参加
した外国人の皆さんの意見や感想を検証し、今後ど
のようにしたら町へ多くの外国人に訪れてもらえるか
などを検討していきます。

今回参加した外国人の皆さん

森林セラピーを体験

　新たな観光資源発掘のため、外国人を対象とした「や
まきた町歩き」が11月23日、24日の二日間にわたり初め
て実施され、日本に滞在する韓国・中国・ブラジル・フィ
リピン・オーストリア出身の20代の若者５人が参加しま
した。参加者は大野山や箒杉などの観光名所を訪れ、
西丹沢自然教室周辺での森林セラピー、丹沢湖でのサイ
クリング、パークゴルフなどを体験、中川温泉に宿泊し、
地元住民との意見交換も行われました。

ほうきすぎ
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第46号

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

１
月
20
日（
水
）「
み
か
ん
」湯
の
日

１
月
26
日（
火
）風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
族
み
ん
な
で 
む
し
歯
予
防 

！

て
、
年
に
１
〜
２
回
は
定
期
的
に
お
口
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

　
毎
日
の
ケ
ア
と
健
診
で
、
む
し
歯
は
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
か
ら
、
家
族

み
ん
な
で
心
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

（
電
話
）
75

－

０
８
２
２

　
私
た
ち
の
生
命
は
、
食
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
た
め

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
の
が“

歯”

。
大

切
な
歯
を
失
う
原
因
の
一
つ
で
あ
る
む
し

歯
の
予
防
法
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
の
原
因
は
？

　
む
し
歯
は
、
口
の
中
の
細
菌
（
む
し
歯

菌
）
や
糖
分
の
摂
取
、
歯
の
質
な
ど
の
要

因
が
絡
み
合
っ
て
発
生
し
ま
す
。
む
し
歯

菌
は
、
歯
垢
を
住
み
か
に
し
て
、
口
の
中

に
入
っ
て
来
た
糖
分
を
栄
養
に
酸
を
つ
く

り
出
し
、
歯
を
溶
か
し
ま
す
。
こ
れ
が
む

し
歯
の
正
体
で
す
。

む
し
歯
の
予
防
と
対
策

①
歯
垢
を
除
去
し
よ
う
。

　
歯
垢
は
、
放
っ
て
お
く
と
硬
く
な
り
、

２
日
ほ
ど
で
歯
石
に
な
り
ま
す
。
歯
石
は

表
面
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
汚
れ
が
付
き
や
す

く
、
細
菌
の
温
床
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
磨
き
で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
（
な

る
べ
く
毎
食
後
）
き
れ
い
に
歯
を
み
が
き
ま

し
ょ
う
。
歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
な
ど
も

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
規
則
正
し
い
食
生
活
を
し
よ
う
。

　
次
の
図
に
示
す
よ
う
に
、
間
食
が
増
え

る
と
口
の
中
が
酸
性
に
な
り
、
虫
歯
に
な

り
や
す
い
状
態
が
続
き
ま
す
。
甘
い
も
の

を
制
限
し
た
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い
を
控
え

ま
し
ょ
う
。

③
フ
ッ
素
で
強
い
歯
を
作
ろ
う
。

　
フ
ッ
素
に
は
、歯
が
溶
け
る
の
を
防
ぎ
、

溶
け
た
歯
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
込
む
の

を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
フ
ッ
素

入
り
の
歯
み
が
き
剤
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

歯
の
質
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
よ
う
。

　
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
つ
く
っ

麦茶お菓子など 麦茶お菓子など ジュースお菓子など

歯が
溶け出す
Ph

歯
垢
中
の
酸
性
度

8.0

7.0

6.0

5.0

時間8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

間
食

間
食

間
食

朝
食

昼
食

夕
食

（予防さん）
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～心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

期間中はイベントが満載！
ぜひお越しください！

日　　時：１月30日（土）13：30～15：45（13：00開場）
場　　所：多目的ホール　　定　　員：３００名（入場無料・要入場券）
申込方法：１月７日（木）９：00より生涯学習センター、清水・三保支

所にて申込みと同時に入場券を配布します。定員になり次第、
締め切りとなります。

日　時：２月４日（木）～７日（日）９：00～17：00
　　　　（ただし４日は13：00から）
場　所：１階ロビー・ホワイエ、２階ギャラリー・展示ホール
○生涯学習センターで開催した教室や生涯学習センター
　登録サークルの作品や写真パネルを展示します。 ★写真は昨年の作品展示発表より

教室・サークル作品展示発表

２月３日（水）～ 
生涯学習センターサークル体験教室
※詳細は12ページをご覧ください。

１月30日（土） 
冬のおはなし会スペシャル
※詳細は14ページをご覧ください。

生涯学習センター
フェスティバルを

開催します！

日　時：２月７日（日）13：00開演（12：30開場）
場　所：多目的ホール（入場自由・無料）
演　目：大型紙芝居・コーラス・各種体操ほか
○生涯学習センター登録サークルが１年間活動した
　成果を発表します。 ★写真は昨年の芸能発表会より

芸 能 発 表 会

2016年
１月30日㈯ ▼２月７日㈰

降伏か、本土決戦か̶。

（C）2015「日本のいちばん長い日」製作委員会…監督・脚本：原田眞人

やまきたシアターフェスティバル映画上映会
27年夏に一般公開の話題作、早くも上映！



◎教室／サイエンス・ラボの申込み、問合せについては生涯学習センター事務室Tel（75）3131までどうぞ！
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　　　　　　　　　　　第６弾　★サイエンス・クッキング～砂糖の科学～★
日　時　２月１３日（土）１３：３０～１５：００
内　容　砂糖液は煮詰める温度で性質が変わります。今回はべっこうあめを
　　　　作りながら砂糖の変化を調べます。
対　象　小学３年生以上 定　員　１６名（先着順） 参加費　無料
講　師　生涯学習センター職員 持ち物　エプロン・筆記用具

サイエンス　ラボサイエンス　ラボサイエンス　ラボサイエンス　ラボ

＊１月７日（木）９：００から申込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊１月７日（木）９：００から申込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

前 回 の イ ベ ン ト か ら

布の絵本作り教室 【１１月１３日（金）・２７日（金）】
　湯山めぐみさんを講師にお招きして、「おおかみと七ひ
きのこやぎ」を題材にした布の絵本を作りました。
　楽しい仕掛けがいっぱいで、みなさん夢中になって取
り組んでいました。

そば打ち教室 【１２月１０日（木）】
　渡辺耕喜さんと臼井政江さんを講師にお招きして、そ
ば打ち教室を開催しました。
　講師の丁寧な指導のもと、みなさん楽しみながらとて
も上手に作ることができました。

バレンタインにおすすめ♥親子お菓子作り教室
日　時　２月１１日（木・祝）９：３０～１２：００
内　容　チョコとバニラの「カラメル・ムー (柔らかいキャラメル)」と、ポップコーンを作ります。
対　象　親子（１２組２４名）※子どもは小学生以上
講　師　檜山　大亮　さん（崎村調理師専門学校講師）
参加費　１組３００円 持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

おはなしボランティア養成講座「子どもたちとのコミュニケーションを楽しむ読み聞かせ」
日　時　２月１４日（日）・２１日（日）１０：００～１１：３０
　　　　※２回シリーズです。両日参加できる方に限ります。
内　容　【１回目】おはなし会の組み立て方・絵本の選び方や読み方など。
　　　　【２回目】実習を交えて、おはなし会の楽しさを学びます。
対　象　絵本に興味のある方ならどなたでもご参加いただけます。（定員３０名）
講　師　じょうこう ともこ さん（ＮＰＯ法人「絵本で子育て」センター絵本講師）
参加費　無料　　持ち物　筆記用具
※託児あり（有料）。ご希望の方は講座申込み時にお伝えください。

「パピルス」体験教室
日　時　２月３日（水）１３：００～１６：００
内　容　牛乳パックを使った立体パズルを作ります。
対　象　一般（定員２０名）　参加費  ２００円
持ち物　カッター・はさみ・スティックのり

パピルス…和とじ本や立体絵
本、身近な材料を使ったリサイ
クル小物など、自分たちが作っ
てみたい作品を制作しているサ
ークルです。

この教室は生涯学習活動を目的に、普段から生涯学習セン
ターを利用されている登録団体の活動を体験する教室です。
皆様お誘い合せのうえ、生涯学習活動に参加してみませんか？



広報やまきた　平成28年1月号　No.73113

＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

以上のことに取り組んでいます。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日
5
12
19
26

月
6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23

金 土
２月

3
10
17
24

4
11
18
25

日
2
9
16
23
30

月

3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金 土
１月

7
14
21
28

1
8
15
22
29

場　　所 対象催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ開始時刻１月

招待者

招待者

申込者

対象者

対象者

申込者

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

申込者

自 由

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

自 由

申込者

申込者

自 由

総務防災課 ☎（75）3643
総務防災課 ☎（75）3643
生涯学習センター
生涯学習課 ☎（75）3649
2回目の成人式実行委員会
生涯学習センター
生涯学習センター
生涯学習センター 
生涯学習センター 
生涯学習センター 
生涯学習センター 
生涯学習センター 
環境農林課 ☎（75）3654
生涯学習センター 
生涯学習センター 

生涯学習センター 

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター

生涯学習センター 
生涯学習センター 
生涯学習センター

１０：００
１０：００
９：００
１０：３０
１３：００
９：３０
９：００
１０：３０
１０：００
１３：３０
１３：３０
１０：００
１３：３０
１０：００
１０：３０

１３：３０

　９：００

１３：００

１３：００

９：００
１０：００
１３：００

火

水

土

日

月

金

土

金

土

金

土

日

水

木

土

日

5

6

9

10

11

15

16

22

23

29

30

31

3

4

6

7

場　　所 開始時刻 対象２月（前半） 催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ

多目的ホール

多目的ホール

美 術 工 芸 室

多目的ホール

多目的ホール

調 理 実 習 室

多目的ホール

図 書 室

視聴覚ホール

視聴覚ホール

美 術 工 芸 室

視聴覚ホール

多目的ホール

視聴覚ホール

和 室

多目的ホール

多目的ホール

美 術 工 芸 室

1階ロビー・ホワイエ
2階ギャラリー・展示ホール

美 術 工 芸 室

視聴覚ホール

多目的ホール

賀詞交歓会

消防出初式

ワンダーランド

成人式

２回目の成人式

味噌作り教室

ワンダーランド

おはなし会

ジュニアコーラス

サイエンス・ラボ【冬の夜空は宝石箱】

つるし雛作り教室④

ジュニアコーラス

県茶業振興大会

ジュニアコーラス

冬のおはなし会スペシャル
やまきたシアターフェスティバル映画上映会
『日本のいちばん長い日』

ワンダーランド

「パピルス」サークル体験教室

教室・サークル作品展示発表（～7日）

ワンダーランド

ジュニアコーラス

芸能発表会

※■は生涯学習センターフェスティバルの催しです。
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階のまなび室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書・DVDの検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

●日　程・内　容
①　１月１６日（土）
　絵本「はたらきものの
　　　　じょせつしゃけいてぃー」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）

●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
楽しいおはなしをたくさん用意してお待ち
しています。ぜひお越しください！

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
ぼぎわんが、来る
だれもが知ってる小さな国
下町ロケット２
小説土佐堀川
人魚の眠る家

ほか

澤 村 伊 智
有　川　　浩　
池井戸 潤　
古　川　智映子
東 野 圭 吾

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

あつめた・そだてたぼくのマメ図鑑
きっときっとまもってあげる
おじいちゃんのコート
ノラネコぐんだんおすしやさん
いちばんのなかよしさん

盛　口　　満　
Ｍ．スペリング
ジム・エイルズワース
工　藤　ノリコ
エリック・カール

今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本

『２０１５ベストリーダー』
　２０１５年に貸出しの多かった本をまとめて展
示・貸出しを行います。話題の本が勢揃いですよ！
ちなみに、第１位は２０１４年と同じ和田竜さんの
「村上海賊の娘（上下巻）」、第２位は又吉直樹さ
んの「火花」、第３位は東野圭吾さんの「虚ろな
十字架」・西加奈子さんの「サラバ！（上下巻）」・
宮部みゆきさんの「悲嘆の門（上下巻）」でした。

　２月７日（日）は、生涯学習センターフェスティバル芸能発表会開催のため、「まなび室」が
終日利用できません。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

入場自由・無料

冬のおはなし会スペシャル‼

マジッ
クも

あるよ
！

　図書室おはなしボランティア『ポケット』によ
る「おはなし会」の冬の拡大版を開催します！
《場所》  ２階 和室
《日時》  １月３０日（土）１０：３０～１１：３０
《内容》  パネルシアター「キャベツくん」
 大型絵本「きょだいなきょだいな」
 人形劇「三びきのやぎのがらがらどん」

図書室からのお知らせ
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11月1日から11月30日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 5６件 救助 ３件

山北
三保　

　14.4℃
12.1℃

（14.7℃）
（11.3℃）

11月の平均気温

町の人口と世帯 （12月1日 現在）
（　）内は前月比

5,429人　
5,707人　
11,136人　
4,275世帯

（－14人）
（－18人）
（－32人）
（ 0世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成26年の数値

11月の降雨量
山北
三保　

176mm
193mm

（55mm）
（68mm）

１／　４　　役場仕事始め

　　　５　　賀詞交歓会

　　　６　　消防出初式

　　１０　　成人式

１／　４　　役場仕事始め

　　　５　　賀詞交歓会

　　　６　　消防出初式

　　１０　　成人式

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）
あ か ね

じ ゅ り

あ つ し

あ る た

あ お し

鶴野南　　内　藤　朱　音（女）隼　人・美　緒

上清水　　　　村　樹　梨（女）敏　雄・英梨奈

堂　山　　内　田　敦　士（男）光　洋・華　織

上本村　　　　森　存　為（男）信　吾・瑞　菜

玄　倉　　山　口　碧　士（男）友　之・美　穂

※今回の掲載分は、平成２７年１１月１６日から平成２７年１２月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

尺里東　　髙　杉　一　美（男）９３歳　本　人
高　松　　大河内　俊　男（男）７８歳　　〃
下本村　　古　川　文　三（男）８９歳　　〃
共和西　　渡　邊　幸　市（男）８５歳　　〃
湯　触　　山　崎　雄　二（男）６１歳　　〃
堂　山　　佐々木　正　和（男）３６歳　和　夫
万　随　　石　川　啓　子（女）７５歳　　　則
班　目　　府　川　愛　子（女）９１歳　　仁
上本村　　富　田　なみ子（女）９１歳　義　昭
山市場　　鈴　木　セ　キ（女）102歳　三　男

ぼ　
　
ん　
　
さ　
　
い

お
い

が
し
ゅ

よ
わ
いり

ょ
う
せ
ん

こ
す
ず
め

く
り
や

ひ
と
も
と
た

お

さ

め

お
い

ふ
た

ひ
と
と
せ

つ
つ
が

こ
よ
い

水源地域の環境保全対策に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）
 竹内　洋介　様 30,000円
観光振興に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）
 藤本　昌広　様 10,000円
　　東京都大田区
 山﨑　 武 　様 10,000円
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今月の表紙 関連：16ページ「丹沢湖ハーフマラソン大会」　今月号の表紙は、１１月２９日に行われた丹沢湖ハーフマラソン大会でのワンシーンです。
　紅く染まった木々の葉と澄んだ空気の中、仲間と楽しそうに走る姿がとても印象的でした。

丹沢湖ハーフマラソン大会  開催

やまきたアルバム
11／29

　11月29日、周囲の山々や湖畔の木々が色鮮やかに紅葉す
る中で、第37回丹沢湖ハーフマラソン大会が開催されました。
　37回目を迎えた大会は、今年からハーフコースが、日本
陸上競技連盟の公認競技・コースに認定され、北海道から
熊本県まで全国各地から多くのランナーが参加し、晩秋の
丹沢湖畔を走り抜けました。
　ロンドンオリンピック女子マラソンに出場した尾﨑好美
さんがゲストランナーとしてハーフコースの一部を、箱根
駅伝などで活躍されている駒澤大学陸上競技部の選手２名
が10K・ハーフコースを参加ランナーとともに走りました。
尾﨑さんにはゴール地点で選手を出迎え、表彰式ではプレ
ゼンターを務めるなど、多くのランナーたちとふれあって
いただき、また、駒澤大学の選手たちにはレベルの高い走
りを見せていただくなど、大会は大いに盛り上がりました。

第52回  西丹沢もみじ祭り11／21

紅葉と秋晴れの下で

　11月21日、第52回を迎えた西丹沢もみじ祭りが、秋の爽やかに
澄み切った空の下、中川バーベキューセンターで開催されました。
　参加された1,000人を超える方々は、しし鍋を囲いながら仲
間と楽しいひとときを過ごされたようでした。
　赤や黄色に色づく西丹沢の山々を背景に、ボリューム満点
のしし鍋、ステージショーやカラオケ大会、大抽選会など、魅
力あふれるもみじ祭りは今年も大盛況となりました。

さわ


